
発議案第１号 

 

衆議院の比例代表選出議員の定数削減を強行しないよう求める意見書（案） 

 

衆議院では、議長の下に設置された「衆議院選挙制度に関する協議会」において、

９月に公表された令和７年国勢調査の確定値が判明する時点を目途に結論を得るべ

く、各党各会派で真摯な議論を重ねている。秋の臨時国会では、比例定数の４５削減

の取扱いが焦点の一つとなることが取り沙汰されている。 

そもそも選挙制度とは、国民が主権者として政治に参加するための、議会制民主主

義の基盤となるルールそのものである。 

よって、国においては、地方の意見を丁寧に聴取した上で、それぞれの地方の実情

に応じた、また、地方の民意を反映できる選挙制度になるよう、「衆議院選挙制度に関

する協議会」において、各党各会派の合意の下、あるべき選挙制度改革と議員定数を

セットで丁寧に議論を尽くすよう求める。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

 令和８年１０月１６日 

 

香 川 県 議 会 
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